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研究成果の概要（和文）：鎖骨下動脈－肺動脈シャントによる左心房容量負荷モデルに双極高周波

焼灼装置を用いて肺静脈隔離を行い、肺静脈隔離術の心房細動発生予防効果を検討した。肺静脈

鎖骨下動脈－肺動脈シャントにより、左房径は進行性に増加した。心房興奮周期は経時的に短縮し、

左房興奮周期は 4 週後では右房より有意に短縮した。左右の上肺静脈より出現する高頻度の巣状興

奮が認められたが、肺静脈隔離モデルでは左房には伝播しなかった。 
 
研究成果の概要（英文）：To test if prophylactic pulmonary vein isolation prevents 
development of atrial fibrillation, the left atrial antrum circular ablation was performed by 
a bipolar radiofrequency ablation device in a subclavian artery - pulmonary artery canine 
model. The left atrial dimension was progressively increased. The atrial activation cycles 
were progressively shortened, particularly in the left atrium. During atrial fibrillation, 
focal rapid activations were observed at the superior pulmonary veins. These activations 
were blocked by the pulmonary vein isolation.  
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００８年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

２００９年度 800,000 240,000 1,040,000 

２０１０年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度  

  年度  

総 計 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：外科系臨床医学・胸部外科学 
キーワード：心房細動、肺静脈、容量負荷 

 

 
１．研究開始当初の背景 

僧帽弁閉鎖不全症など、左心房に容量負

荷がかかる疾患では高率に心房細動を合併

し、生命予後に大きく影響する。外科治療

に際しては、術前よりすでに心房細動が認

められている場合には僧帽弁に対する手術

とともに心房細動に対しても同時に手術が

行われる。しかし、術前洞調律であっても

僧帽弁手術後に心房細動に移行する場合も

多く、特に左心房の拡大が高度な例でしば



しば認められる。術後心房細動は脳梗塞の

発生率を高め、生命予後にも影響すること

から、安全で有効な予防的方策が望まれて

いる。本研究は、左心房拡大例において、

術前洞調律であっても外科手術の際に予防

的に肺静脈隔離を行うことにより術後の心

房細動の発生を抑制できるか否かを電気生

理学的に検討するものである。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、鎖骨下動脈－肺動脈シ

ャントによる左心房容量負荷モデルに双極高

周波焼灼装置を用いて肺静脈隔離を行い、肺

静脈隔離術の心房細動発生予防効果を検討

することである。 

 

３．研究の方法 

(1) 実験モデル 

我々が独自に開発した左心房容量負荷モデ

ルを用いた。雑種成犬6頭を用いて鎖骨下動

脈－肺動脈シャントによる左心房容量負荷と左

心耳高頻度刺激を行い、持続性心房細動を誘

発した。シャント造設と同時に双極高周波焼灼

装置を用いて左右の肺静脈を左心房から電気

的に隔離した。以下のデータを測定した。 

(2) 左房径の推移 

術前、術後1，2，3，4，5週で経胸壁心エコー

図を行ない、左室長軸断層図における左房径

を計測した。 

(3) 右心房と左心房の興奮周期 

術後1，2，3週で右心房と左心房、それぞれに

縫着しておいた電極から心房細動中の心房興

奮周期を測定した。 

(4) 心房細動中の心房興奮伝播図 

5週後に心房細動の停止効果を検討した。左

右心房全体の心房興奮伝播様式を256チャン

ネル3次元動的マッピングシステム用いて検討

した。電位記録は、イヌの肺静脈から左心房

への移行部での解剖学的特徴を考慮したシ

リコンプレートを用いて作製した多極電極

を使用した。 

 

 

４．研究成果 

(1) 左房径の経時的変化 

左房径は、肺静脈鎖骨下動脈－肺動脈シャント

により進行性に増加した。 

 

 

(2) 右心房と左心房の興奮周期 

心房興奮周期は両心房で経時的に短縮した。

特に左房興奮周期の短縮は高度で、シャント作

成 4 週後では右房より有意に短縮した。 

 

(3) 心房細動中の心房興奮伝播図(心外膜マ



ッピング) 

心房細動中には、左右の上肺静脈より出現する

高頻度の巣状興奮が認められ、この興奮が

Bachmann 束を伝播して右房に伝播していた。 

 
肺静脈隔離モデルでは、肺静脈に発生した巣

状興奮が肺静脈と左房間に作製された伝導

ブロックのため左房には伝播しないことが

示された。 
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